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本号で公布された条例のあらま本号で公布された条例のあらましし

◎ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（条例第60号）

１ 改正の理由及び主な内容

平成19年度の人事委員会勧告等を踏まえ、職員の給与改定を行うこととしました。

２ 施行期日等

この条例は、公布の日から施行し、平成19年４月１日から適用することとしました。

◎ 職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例（条例第61号）

１ 改正の理由及び主な内容

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、育児のための短時間勤務制度を導入するため、所要の改正を行う

こととしました。

２ 施行期日等

この条例は、一部の規定を除き、平成20年４月１日から施行することとしました。

◎ 職員の自己啓発等休業に関する条例（条例第62号）

１ 制定の理由及び主な内容

地方公務員法の一部改正に伴い、職員の自発的な大学等の課程の履修又は国際貢献活動を可能とする休業制度を創設するた

めの条例の制定を行うこととしました。

２ 施行期日等

この条例は、平成20年４月１日から施行することとしました。

◎ 宮崎県における事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第63号）

１ 改正の理由及び主な内容

特定非営利活動法人の設立認証や工場立地法に基づく特定工場の設置等の届出など、知事の権限に属する事務の一部につい

て、取扱いを希望する市町村に移譲するため、所要の改正を行うこととしました。

２ 施行期日等

この条例は、平成20年４月１日から施行することとしました。

◎ 都市的施設その他の都市としての要件に関する条例等の一部を改正する条例（条例第64号）

１ 改正の理由及び主な内容

学校教育法の一部改正に伴い、同法を引用する条例の文言を整理するため、所要の改正を行うこととしました。

２ 施行期日等

この条例は、公布の日から起算して１月を超えない範囲内において規則で定める日から施行することとしました。
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職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 六 十 号

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
第 五 条 の 三 第 三 項 中 「 六 千 円 （ 職 員 に 扶 養 親 族 で な い 配 偶 者 が あ る 場 合 に あ つ て は そ の

う ち 一 人 に つ い て は 六 千 五 百 円 、 」 を 「 六 千 五 百 円 （ 」 に 、 「 な い 場 合 に あ つ て は 」 を 「

な い 場 合 に あ つ て は 、 」 に 改 め る 。

第 五 条 の 四 第 三 項 中 「 扶 養 親 族 た る 配 偶 者 の 」 を 「 配 偶 者 の 」 に 、 「 に つ い て 当 該 職 員

の 配 偶 者 が 扶 養 親 族 た る 要 件 を 欠 く に 至 つ た 場 合 又 は 同 項 第 三 号 に 掲 げ る 事 実 が 生 じ た 」

を 「 が 配 偶 者 の な い 職 員 と な つ た 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 か ら 別 表 第 五 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

◎ 宮崎県心身障害者扶養共済制度条例の一部を改正する条例（条例第65号）

１ 改正の理由及び主な内容

県が実施する心身障害者扶養共済制度について、掛金月額等の引き上げを行うこととしました。

２ 施行期日等

この条例は、平成20年４月１日から施行することとしました。

◎ 市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（条例第66号）

１ 改正の理由及び主な内容

平成19年度の人事委員会勧告等を踏まえ、市町村立学校職員の給与改定を行うこととしました。

２ 施行期日等

この条例は、公布の日から施行し、平成19年４月１日から適用することとしました。

◎ 教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正する条例（条例第67号）

１ 改正の理由及び主な内容

学校教育法の改正による特別支援学校の名称変更及び県立延岡わかあゆ支援学校高千穂校の開設に伴い、所要の改正を行う

こととしました。

２ 施行期日等

この条例は、平成20年４月１日から施行することとしました。

条条 例例



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 3害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 4害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 5害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 6害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 7害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 8害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 9害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 10害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 11害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 12害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 13害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 14害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 15害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 16害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 17害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 18害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 19害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 20害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 21害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 22害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 23害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 24害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 25害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 26害



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 27害



宮 崎 県 公 報平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 28害

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 条 例 」 と い う 。 ）

の 規 定 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 切 替 期 間 に お け る 異 動 者 の 号 給 ）

３ 平 成 十 九 年 四 月 一 日 （ 以 下 「 切 替 日 」 と い う 。 ） か ら こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施

行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 職 員 の 給 与 に 関 す

る 条 例 （ 以 下 「 改 正 前 の 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 、 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る

こ と と な っ た 職 員 及 び そ の 属 す る 職 務 の 級 又 は そ の 受 け る 号 給 に 異 動 の あ っ た 職 員 の う

ち 、 人 事 委 員 会 の 定 め る 職 員 の 、 改 正 後 の 条 例 の 規 定 に よ る 当 該 適 用 又 は 異 動 の 日 に お

け る 号 給 は 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 切 替 日 前 の 異 動 者 の 号 給 の 調 整 ）

４ 切 替 日 前 に 職 務 の 級 を 異 に し て 異 動 し た 職 員 及 び 人 事 委 員 会 の 定 め る こ れ に 準 ず る 職

員 の 切 替 日 に お け る 号 給 は 、 そ の 者 が 切 替 日 に お い て 職 務 の 級 を 異 に す る 異 動 等 を し た

も の と し た 場 合 と の 権 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に お い て 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ

に よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。

（ 施 行 日 か ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 異 動 者 の 号 給 の 調 整 ）

５ 施 行 日 か ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お い て 、 改 正 後 の 条 例 の 規 定 に よ り 、

新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 及 び そ の 属 す る 職 務 の 級 又 は そ の 受 け る

号 給 に 異 動 の あ っ た 職 員 の 当 該 適 用 又 は 異 動 の 日 に お け る 号 給 に つ い て は 、 当 該 適 用 又

は 異 動 に つ い て 、 ま ず 改 正 前 の 条 例 の 規 定 が 適 用 さ れ 、 次 い で 当 該 適 用 又 は 異 動 の 日 か

ら 改 正 後 の 条 例 の 規 定 が 適 用 さ れ る も の と し た 場 合 と の 権 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に

お い て 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。

（ 昇 給 の 号 給 数 の 調 整 ）

６ 施 行 日 の 前 日 に お い て 改 正 前 の 条 例 の 給 料 表 の 適 用 を 受 け て い た 職 員 の 施 行 日 以 後 に
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お け る 改 正 後 の 条 例 第 三 条 の 二 第 四 項 及 び 第 五 項 に 掲 げ る 昇 給 の 号 給 数 の 適 用 に つ い て

は 、 部 内 の 他 の 職 員 と の 権 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に お い て 、 任 命 権 者 が 知 事 と 協 議

し て 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。

（ 給 与 の 内 払 ）

７ 改 正 後 の 条 例 の 規 定 を 適 用 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 前 の 条 例 の 規 定 に 基 づ い て 支 給

さ れ た 給 与 は 、 改 正 後 の 条 例 の 規 定 に よ る 給 与 の 内 払 と み な す 。

（ 人 事 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

８ 附 則 第 三 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 六 十 一 号

職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 宮 崎 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 六 条 の 二 、 第 七 条 並 び に 第 九 条 第 一 項 及 び 第 二 項 」 を 「 第 七 条 、 第 八 条 、

第 十 条 第 一 項 及 び 第 二 項 、 第 十 四 条 及 び 第 十 五 条 （ こ れ ら の 規 定 を 育 児 休 業 法 第 十 七 条

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 十 七 条 、 第 十 八 条 第 三 項 並 び に 第 十 九 条 第 一 項 及

び 第 二 項 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 六 号 中 「 育 児 休 業 」 を 「 職 員 が 育 児 休 業 」 に 、 「 職 員 以 外 」 を 「 当 該 職 員 以

外 」 に 改 め る 。

第 三 条 第 三 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

三 育 児 休 業 を し て い る 職 員 が 当 該 職 員 の 負 傷 、 疾 病 又 は 身 体 上 若 し く は 精 神 上 の 障
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害 に よ り 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 を 養 育 す る こ と が で き な い 状 態 が 相 当 期 間 に わ た り

継 続 す る こ と が 見 込 ま れ る こ と に よ り 当 該 育 児 休 業 の 承 認 が 取 り 消 さ れ た 後 、 当 該

職 員 が 当 該 子 を 養 育 す る こ と が で き る 状 態 に 回 復 し た こ と 。

第 三 条 中 第 四 号 を 第 五 号 と し 、 第 三 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四 育 児 休 業 （ こ の 号 の 規 定 に 該 当 し た こ と に よ り 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 既

に し た も の を 除 く 。 ） の 終 了 後 、 当 該 育 児 休 業 を し た 職 員 の 配 偶 者 （ 当 該 子 の 親 で

あ る も の に 限 る 。 ） が 三 月 以 上 の 期 間 に わ た り 当 該 子 を 育 児 休 業 そ の 他 の 任 命 権 者

が 定 め る 方 法 に よ り 養 育 し た こ と （ 当 該 職 員 が 、 当 該 育 児 休 業 の 請 求 の 際 両 親 が 当

該 方 法 に よ り 当 該 子 を 養 育 す る た め の 計 画 に つ い て 育 児 休 業 等 計 画 書 に よ り 任 命 権

者 に 申 し 出 た 場 合 に 限 る 。 ） 。

第 五 条 第 一 号 中 「 育 児 休 業 に 係 る 」 を 「 職 員 が 育 児 休 業 に よ り 養 育 し て い る 」 に 、 「

職 員 以 外 」 を 「 当 該 職 員 以 外 」 に 改 め る 。

第 十 一 条 に 見 出 し と し て 「 （ 部 分 休 業 の 承 認 の 取 消 事 由 ） 」 を 付 し 、 同 条 中 「 第 五 条 」

を 「 第 十 四 条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 十 七 条 と す る 。

第 十 条 に 見 出 し と し て 「 （ 部 分 休 業 を し て い る 職 員 の 給 与 の 取 扱 い ） 」 を 付 し 、 同 条

を 第 二 十 六 条 と す る 。

第 九 条 の 見 出 し を 「 （ 部 分 休 業 の 承 認 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 終 り 」 を 「 終 わ り 」 に 改

め 、 「 、 一 日 を 通 じ て 二 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十

八 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 三 号 ） 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委 員 会 が 定 め る 基 準 に 基 づ い

て 育 児 の た め の 休 暇 を 承 認 さ れ て い る 職 員 に つ い て は 、 二 時 間 か ら 当 該 育 児 の た め の 休

暇 の 時 間 を 減 じ た 時 間 ） を 超 え な い 範 囲 内 で 、 職 員 の 託 児 の 態 様 、 通 勤 の 状 況 等 か ら 必

要 と さ れ る 時 間 に つ い て 」 を 削 り 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え 、 同 条 を 第 二 十 五 条 と す る 。

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委 員 会 が

定 め る 基 準 に よ る 育 児 時 間 を 承 認 さ れ て い る 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、

一 日 に つ き 二 時 間 か ら 当 該 育 児 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で 行 う も の と す る 。

第 八 条 中 「 第 九 条 第 一 項 」 を 「 第 十 九 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 第 三 号 中 「 部 分 休 業 を
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し よ う と す る 」 を 「 職 員 が 部 分 休 業 に よ り 養 育 し よ う と す る 」 に 改 め 、 「 部 分 休 業 に よ

り 」 を 削 り 、 「 職 員 以 外 」 を 「 当 該 職 員 以 外 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 四 号 と し 、 同 条 中

第 二 号 を 第 三 号 と し 、 第 一 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え 、 同 条 を 第 二 十 四 条 と す る 。

二 育 児 短 時 間 勤 務 又 は 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を し て い る 職 員

第 七 条 に 見 出 し と し て 「 （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 退 職 手 当 の 取 扱 い ） 」 を 付 し 、 同 条

を 第 九 条 と し 、 同 条 の 次 に 次 の 十 四 条 を 加 え る 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 十 条 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 非 常 勤 職 員

二 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 職 員

三 育 児 休 業 法 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 任 期 を 定 め て 採 用 さ れ た 職 員

四 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 又 は 市 町 村 立 学 校 職 員 の

定 年 等 に 関 す る 条 例 第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 引 き 続 い て 勤 務 し て

い る 職 員

五 育 児 短 時 間 勤 務 （ 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 育 児 短 時 間 勤 務 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） を す る こ と に よ り 養 育 し よ う と す る 子 に つ い て 、 配 偶 者 が 育 児 休 業 法 そ

の 他 の 法 律 に よ り 育 児 休 業 を し て い る 職 員

六 前 号 に 掲 げ る 職 員 の ほ か 、 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 を す る こ と に よ り 養 育 し よ う と

す る 時 間 に お い て 、 育 児 短 時 間 勤 務 を す る こ と に よ り 養 育 し よ う と す る 子 を 当 該 職

員 以 外 の 当 該 子 の 親 が 養 育 す る こ と が で き る 場 合 に お け る 当 該 職 員

（ 育 児 短 時 間 勤 務 の 終 了 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 経 過 し な い 場 合 に 育 児 短 時 間

勤 務 を す る こ と が で き る 特 別 の 事 情 ）

第 十 一 条 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る

事 情 と す る 。

一 育 児 短 時 間 勤 務 を し て い る 職 員 （ 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） が 産 前

の 休 業 を 始 め 、 若 し く は 出 産 を し た こ と に よ り 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 の 承 認 が 効 力 を
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失 い 、 又 は 第 十 四 条 第 二 号 に 掲 げ る 事 由 に 該 当 し た こ と に よ り 当 該 育 児 短 時 間 勤 務

の 承 認 が 取 り 消 さ れ た 後 、 当 該 産 前 の 休 業 若 し く は 出 産 に 係 る 子 若 し く は 同 号 に 規

定 す る 承 認 に 係 る 子 が 死 亡 し 、 又 は 養 子 縁 組 等 に よ り 職 員 と 別 居 す る こ と と な っ た

こ と 。

二 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 が 休 職 又 は 停 職 の 処 分 を 受 け た こ と に よ り 当 該 育 児 短 時 間 勤

務 の 承 認 が 効 力 を 失 っ た 後 、 当 該 休 職 又 は 停 職 の 期 間 が 終 了 し た こ と 。

三 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 が 当 該 職 員 の 負 傷 、 疾 病 又 は 身 体 上 若 し く は 精 神 上 の 障 害 に

よ り 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 に 係 る 子 を 養 育 す る こ と が で き な い 状 態 が 相 当 期 間 に わ た

り 継 続 す る こ と が 見 込 ま れ る こ と に よ り 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 の 承 認 が 取 り 消 さ れ た

後 、 当 該 職 員 が 当 該 子 を 養 育 す る こ と が で き る 状 態 に 回 復 し た こ と 。

四 育 児 短 時 間 勤 務 の 承 認 が 、 第 十 四 条 第 三 号 に 掲 げ る 事 由 に 該 当 し た こ と に よ り 取

り 消 さ れ た こ と 。

五 育 児 短 時 間 勤 務 （ こ の 号 の 規 定 に 該 当 し た こ と に よ り 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 に 係 る

子 に つ い て 既 に し た も の を 除 く 。 ） の 終 了 後 、 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 を し た 職 員 の 配

偶 者 （ 当 該 子 の 親 で あ る も の に 限 る 。 ） が 三 月 以 上 の 期 間 に わ た り 当 該 子 を 育 児 休

業 そ の 他 の 任 命 権 者 が 定 め る 方 法 に よ り 養 育 し た こ と （ 当 該 職 員 が 、 当 該 育 児 短 時

間 勤 務 の 請 求 の 際 両 親 が 当 該 方 法 に よ り 当 該 子 を 養 育 す る た め の 計 画 に つ い て 育 児

休 業 等 計 画 書 に よ り 任 命 権 者 に 申 し 出 た 場 合 に 限 る 。 ） 。

六 配 偶 者 が 負 傷 又 は 疾 病 に よ り 入 院 し た こ と 、 配 偶 者 と 別 居 し た こ と そ の 他 の 育 児

短 時 間 勤 務 の 終 了 時 に 予 測 す る こ と が で き な か っ た 事 実 が 生 じ た こ と に よ り 当 該 育

児 短 時 間 勤 務 に 係 る 子 に つ い て 育 児 短 時 間 勤 務 を し な け れ ば そ の 養 育 に 著 し い 支 障

が 生 じ る こ と と な っ た こ と 。

（ 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 第 五 号 の 条 例 で 定 め る 勤 務 の 形 態 ）

第 十 二 条 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 第 五 号 の 条 例 で 定 め る 勤 務 の 形 態 は 、 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 三 号 ） 第 二 条 第 七 項

の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 に つ き 次 に 掲 げ る 勤 務 の 形 態 （ 育 児 休 業 法 第 十 条 第 一 項 第
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一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 勤 務 の 形 態 を 除 き 、 勤 務 日 が 引 き 続 き 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 日 数 を 超 え ず 、 か つ 、 一 回 の 勤 務 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 時 間 を 超 え な い も

の に 限 る 。 ） と す る 。

一 四 週 間 ご と の 期 間 に つ き 八 日 以 上 を 週 休 日 （ 勤 務 時 間 を 割 り 振 ら な い 日 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） と し 、 当 該 期 間 に つ き 一 週 間 当 た り の 勤 務 時 間 が 二 十 時 間 、 二 十 四 時

間 又 は 二 十 五 時 間 と な る よ う に 勤 務 す る こ と 。

二 四 週 間 を 超 え な い 期 間 に つ き 一 週 間 当 た り 一 日 以 上 の 割 合 の 日 を 週 休 日 と し 、 当

該 期 間 に つ き 一 週 間 当 た り の 勤 務 時 間 が 二 十 時 間 、 二 十 四 時 間 又 は 二 十 五 時 間 と な

る よ う に 勤 務 す る こ と 。

三 任 命 権 者 が 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め た 勤 務 の 形 態

（ 育 児 短 時 間 勤 務 の 承 認 又 は 期 間 の 延 長 の 請 求 手 続 ）

第 十 三 条 育 児 短 時 間 勤 務 の 承 認 又 は 期 間 の 延 長 の 請 求 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 承 認 請 求 書

に よ り 、 育 児 短 時 間 勤 務 を 始 め よ う と す る 日 又 は そ の 期 間 の 末 日 の 翌 日 の 一 月 前 ま で

に 行 う も の と す る 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 の 承 認 の 取 消 事 由 ）

第 十 四 条 育 児 休 業 法 第 十 二 条 に お い て 準 用 す る 同 法 第 五 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 事 由

は 、 次 に 掲 げ る 事 由 と す る 。

一 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 に よ り 養 育 し て い る 子 を 、 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 を す る こ と

に よ り 養 育 し て い る 時 間 に 、 当 該 職 員 以 外 の 当 該 子 の 親 が 養 育 す る こ と が で き る こ

と と な っ た と き 。

二 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 に 係 る 子 以 外 の 子 に 係 る 育 児 短

時 間 勤 務 を 承 認 し よ う と す る と き 。

三 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 の 内 容 と 異 な る 内 容 の 育 児 短 時

間 勤 務 を 承 認 し よ う と す る と き 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 特 例 ）

第 十 五 条 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い
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て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 同 条 例 の 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同

表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。

第 三 条 第 五 項 定 め る 定 め る 額 に 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関

す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 三 号 。

以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 二 項

の 規 定 に よ り 定 め ら れ た そ の 者 の 勤 務 時 間 を 同 条

第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数 （ 以 下

「 算 出 率 」 と い う 。 ） を 乗 じ て 得 た 額 と す る

第 三 条 第 六 項 と す る に 、 算 出 率 を 乗 じ て 得 た 額 と す る

第 三 条 第 七 項 職 員 の 勤 務 時 勤 務 時 間 等 条 例

間 、 休 日 及 び

休 暇 に 関 す る

条 例 （ 昭 和 二

十 八 年 宮 崎 県

条 例 第 四 十 三

号 。 以 下 「 勤

務 時 間 等 条 例 」

と い う 。 ）

第 三 条 の 二 第 決 定 す る 決 定 す る も の と し 、 そ の 者 の 給 料 月 額 は 、 そ の 者

一 項 、 第 二 項 の 受 け る 号 給 に 応 じ た 額 に 、 算 出 率 を 乗 じ て 得 た

及 び 第 四 項 額 と す る

第 五 条 の 九 第 再 任 用 短 時 間 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年

二 項 第 二 号 勤 務 職 員 法 律 第 百 十 号 ） 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 育 児 短 時

間 勤 務 を し て い る 職 員 （ 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 職

員 」 と い う 。 ）

第 六 条 の 七 第 支 給 す る 支 給 す る 。 た だ し 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 が 、 第 一
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一 項 号 に 掲 げ る 勤 務 で 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て し た も

の の う ち 、 そ の 勤 務 の 時 間 と そ の 勤 務 を し た 日 に

お け る 正 規 の 勤 務 時 間 と の 合 計 が 八 時 間 に 達 す る

ま で の 間 の 勤 務 に あ つ て は 、 同 条 に 規 定 す る 勤 務

一 時 間 当 た り の 給 与 額 に 百 分 の 百 （ そ の 勤 務 が 午

後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時 ま で の 間 に あ る 場 合 は 、

百 分 の 百 二 十 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 と す る

第 八 条 第 四 項 給 料 給 料 の 月 額 を 算 出 率 で 除 し て 得 た 額

第 八 条 第 五 項 給 料 の 月 額 給 料 の 月 額 を 算 出 率 で 除 し て 得 た 額

及 び 第 八 条 の

四 第 三 項

第 八 条 第 五 項 給 料 月 額 給 料 月 額 を 算 出 率 で 除 し て 得 た 額

及 び 第 八 条 の

五 第 五 項

第 八 条 第 六 項 人 事 委 員 会 規 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 の 勤 務 時 間 を 考 慮 し て 人 事 委

及 び 第 八 条 の 則 員 会 規 則

五 第 六 項

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 市 町 村 立 学 校 給 与 条 例 の 特 例 ）

第 十 六 条 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 市 町 村 立 学 校 給 与 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 市 町 村 立 学 校 給 与 条 例 の 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、

そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。

第 三 条 第 五 項 と す る に 、 市 町 村 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇

に 関 す る 条 例 （ 平 成 八 年 宮 崎 県 条 例 第 十 六 号 。 以

下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 二 項 の

規 定 に よ り 定 め ら れ た そ の 者 の 勤 務 時 間 を 同 条 第

一 項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数 （ 以 下 「
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算 出 率 」 と い う 。 ） を 乗 じ て 得 た 額 と す る

第 三 条 第 六 項 市 町 村 立 学 校 勤 務 時 間 等 条 例

職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び

休 暇 に 関 す る

条 例 （ 平 成 八

年 宮 崎 県 条 例

第 十 六 号 。 以

下 「 勤 務 時 間

等 条 例 」 と い

う 。 ）

第 三 条 第 七 項 職 員 の 給 与 に 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 宮 崎 県

関 す る 条 例 条 例 第 六 号 ） 第 十 五 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ

た 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 特 例 ）

第 十 七 条 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （

平 成 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 一 号 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 同 条

例 の 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。

第 七 条 第 二 項 決 定 す る 決 定 す る も の と し 、 そ の 者 の 給 料 月 額 は 、 そ の 者

の 受 け る 号 給 に 応 じ た 額 に 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日

及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ り

定 め ら れ た そ の 者 の 勤 務 時 間 を 同 条 第 一 項 に 規 定

す る 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数 （ 以 下 「 算 出 率 」 と

い う 。 ） を 乗 じ て 得 た 額 と す る

第 七 条 第 三 項 相 当 す る 額 と 相 当 す る 額 に そ れ ぞ れ 算 出 率 を 乗 じ て 得 た 額 と

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 特 例 ）
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第 十 八 条 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （

昭 和 三 十 三 年 宮 崎 県 条 例 第 四 号 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 同

条 例 の 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。

第 四 条 第 二 項 地 方 公 務 員 法 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年

（ 昭 和 二 十 五 法 律 第 百 十 号 ） 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 育 児 短 時

年 法 律 第 二 百 間 勤 務 を し て い る 職 員 （ 第 四 項 に お い て 「 育 児 短

六 十 一 号 ） 第 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ）

二 十 八 条 の 四

第 一 項 又 は 第

二 十 八 条 の 五

第 一 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ

れ た 職 員 で 同

項 に 規 定 す る

短 時 間 勤 務 の

職 を 占 め る も

の （ 第 四 項 に

お い て 「 再 任

用 短 時 間 勤 務

職 員 」 と い う 。

）
第 二 条 第 三 項 第 二 条 第 二 項

第 四 条 第 四 項 再 任 用 短 時 間 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

勤 務 職 員

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 職 員 の 退 職 手 当 条 例 の 特 例 ）

第 十 九 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 四 第 一 項 及 び 第 七 条 第 四 項 （ 市 町 村 立
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学 校 給 与 条 例 第 八 条 の 規 定 に よ り 県 立 学 校 職 員 の 例 に よ る こ と と さ れ る 場 合 を 含 む 。 ）

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 育 児 短 時 間 勤 務 （ 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間

勤 務 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） を し た 期 間 は 、 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条

例 第 六 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す る 現 実 に 職 務 に 従 事 す る こ と を 要 し な い 期 間 に 該 当 す る

も の と み な す 。

２ 育 児 短 時 間 勤 務 を し た 期 間 に つ い て の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 四 項 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 そ の 月 数 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 月 数 」 と あ る の は 、

「 そ の 月 数 の 三 分 の 一 に 相 当 す る 月 数 」 と す る 。

３ 育 児 短 時 間 勤 務 の 期 間 中 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 の 計

算 の 基 礎 と な る 給 料 月 額 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 を し な か っ た と 仮 定 し た 場 合 の 勤 務 時 間

に よ り 勤 務 し た と き に 受 け る べ き 給 料 月 額 と す る 。

（ 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 条 例 で 定 め る や む を 得 な い 事 情 ）

第 二 十 条 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 条 例 で 定 め る や む を 得 な い 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と

す る 。

一 過 員 を 生 ず る こ と 。

二 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 に 伴 い 任 用 さ れ て い る 短 時 間 勤 務 職 員 （ 育 児 休 業 法 第 十 八 条

第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 同 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

を 短 時 間 勤 務 職 員 と し て 引 き 続 き 任 用 し て お く こ と が で き な い こ と 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 の 例 に よ る 短 時 間 勤 務 に 係 る 職 員 の 取 扱 い ）

第 二 十 一 条 任 命 権 者 は 、 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を さ せ る 場 合 又

は 当 該 短 時 間 勤 務 が 終 了 し た 場 合 に は 、 職 員 に 対 し 、 書 面 に よ り そ の 旨 を 通 知 し な け

れ ば な ら な い 。

２ 第 十 五 条 か ら 第 十 八 条 ま で の 規 定 は 、 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務

を し て い る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。

（ 短 時 間 勤 務 職 員 の 任 用 に 係 る 任 期 の 更 新 ）

第 二 十 二 条 第 六 条 の 規 定 は 、 短 時 間 勤 務 職 員 の 任 期 の 更 新 に つ い て 準 用 す る 。
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（ 短 時 間 勤 務 職 員 の 給 与 の 特 例 ）

第 二 十 三 条 短 時 間 勤 務 職 員 の 給 与 は 、 任 命 権 者 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 別 に 定 め る 。

第 六 条 の 見 出 し を 「 （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る 号 給 の 調 整 ） 」 に 改

め 、 同 条 中 「 第 九 条 及 び 第 十 条 」 を 「 第 二 十 六 条 」 に 、 「 場 合 に は 、 当 該 育 児 休 業 を し

た 期 間 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 」 を 「 場 合 に お い て 、 部 内 の 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ

る と 認 め ら れ る と き は 、 そ の 育 児 休 業 の 期 間 を 百 分 の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得

た 」 に 、 「 昇 給 日 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 を い う 。 ） 」 を 「 職 員 の 昇 給 を 行 う 日 と

し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 」 に 改 め 、 同 条 を 第 八 条 と す る 。

第 五 条 の 三 の 見 出 し を 「 （ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 給 ） 」 に 改 め 、

同 条 を 第 七 条 と す る 。

第 五 条 の 二 の 見 出 し を 「 （ 育 児 休 業 に 伴 う 任 期 付 採 用 に 係 る 任 期 の 更 新 ） 」 に 改 め 、

同 条 を 第 六 条 と す る 。

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 三

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 七 項 中 「 第 四 項 」 を 「 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 八 項 と し 、 同 条 第 六 項

を 同 条 第 七 項 と し 、 同 条 第 五 項 中 「 た だ し 」 の 下 に 「 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に つ い て

は 、 一 週 間 ご と の 期 間 に つ い て 、 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 に 従 い 一 日 に つ き 八 時 間

を 超 え な い 範 囲 内 で 勤 務 時 間 を 割 り 振 る も の と し 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 六 項 と し 、 同

条 第 四 項 中 「 任 命 権 者 は 」 の 下 に 「 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に つ い て は 、 必 要 に 応 じ 、

当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 に 従 い こ れ ら の 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間

に お い て 週 休 日 を 設 け る も の と し 」 を 加 え 、 「 こ れ ら の 日 に 加 え て 、 月 曜 日 か ら 金 曜 日

ま で の 五 日 間 に お い て 、 」 を 「 日 曜 日 及 び 土 曜 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日

間 に お い て 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 五 項 と し 、 同 条 第 三 項 中 「 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採

用 等 に 関 す る 条 例 」 を 「 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 第 十 八 条 第 一 項 又 は 一 般

職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中
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「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 」 を 「 第 二 十 八 条 の 四

第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 で 同 項 に 規 定 す る 短 時 間

勤 務 の 職 を 占 め る も の 」 に 、 「 前 項 」 を 「 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同

条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 十 条 第 三 項 の 規

定 に よ り 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 育 児 短 時 間 勤 務 （ 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 」 と い う 。 ）

の 承 認 を 受 け た 職 員 （ 同 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を す る こ と と な つ た 職 員

を 含 む 。 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 と い う 。 ） の 一 週 間 当 た り の 勤 務 時 間 は 、 当

該 承 認 を 受 け た 育 児 短 時 間 勤 務 の 内 容 （ 同 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を す る

こ と と な つ た 職 員 に あ つ て は 、 同 条 の 規 定 に よ り す る こ と と な つ た 短 時 間 勤 務 の 内 容 。

以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 」 と い う 。 ） に 従 い 、 任 命 権 者 が 定 め る 。

第 四 条 の 二 第 一 項 中 「 第 二 条 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 八 項 」 に 改 め る 。

第 六 条 第 一 項 中 「 二 十 日 （ 」 の 下 に 「 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 、 」 を 加 え る 。

（ 市 町 村 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 市 町 村 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 八 年 宮 崎 県 条 例

第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 六 項 中 「 第 四 項 」 を 「 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 条 第 五 項

中 「 た だ し 」 の 下 に 「 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に つ い て は 、 一 週 間 ご と の 期 間 に つ い て 、

当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 に 従 い 一 日 に つ き 八 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で 勤 務 時 間 を 割

り 振 る も の と し 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 六 項 と し 、 同 条 第 四 項 中 「 任 命 権 者 は 」 の 下 に

「 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に つ い て は 、 必 要 に 応 じ 、 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 に 従

い こ れ ら の 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間 に お い て 週 休 日 を 設 け る も の と し 」

を 加 え 、 「 こ れ ら の 日 に 加 え て 、 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間 に お い て 、 」 を 「 日 曜

日 及 び 土 曜 日 に 加 え て 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間 に お い て 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第

五 項 と し 、 同 条 第 三 項 中 「 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 」 を 「 地 方 公 務 員

の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 第 十 八 条 第 一 項 又 は 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条
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例 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る

短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 」 を 「 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 の

規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 で 同 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も の 」 に 、 「 前 項 」

を 「 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 十 条 第 三 項 の 規

定 に よ り 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 育 児 短 時 間 勤 務 （ 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 」 と い う 。 ）

の 承 認 を 受 け た 職 員 （ 同 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を す る こ と と な っ た 職 員

を 含 む 。 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 と い う 。 ） の 一 週 間 当 た り の 勤 務 時 間 は 、 当

該 承 認 を 受 け た 育 児 短 時 間 勤 務 の 内 容 （ 同 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を す る

こ と と な っ た 職 員 に あ っ て は 、 同 条 の 規 定 に よ り す る こ と と な っ た 短 時 間 勤 務 の 内 容 。

以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 」 と い う 。 ） に 従 い 、 任 命 権 者 が 定 め る 。

（ 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 一 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 三 項 第 三 号 中 「 第 九 条 第 一 項 」 を 「 第 十 九 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 職 員 の 育 児 休 業 等

に 関 す る 条 例 第 一 条 、 第 三 条 及 び 第 八 条 （ 「 第 九 条 第 一 項 」 を 「 第 十 九 条 第 一 項 」 に 改

め る 部 分 に 限 る 。 ） の 改 正 規 定 並 び に 第 四 条 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る 号 給 の 調 整 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 条 例 」

と い う 。 ） 第 八 条 の 規 定 は 、 育 児 休 業 を し た 職 員 が 平 成 十 九 年 八 月 一 日 以 後 に 職 務 に 復

帰 し た 場 合 に お け る 号 給 の 調 整 に つ い て 適 用 し 、 育 児 休 業 を し た 職 員 が 同 日 前 に 職 務 に

復 帰 し た 場 合 に お け る 号 給 の 調 整 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 平 成 十 九 年 八 月 一 日 に 現 に 育 児 休 業 を し て い る 職 員 が 同 日 以 後 に 職 務 に 復 帰 し た 場 合
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に お け る 改 正 後 の 条 例 第 八 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 百 分 の 百 以 下 」 と あ る

の は 「 百 分 の 百 以 下 （ 当 該 期 間 の う ち 平 成 十 九 年 八 月 一 日 前 の 期 間 に つ い て は 、 二 分 の

一 ） 」 と す る 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 通 勤 手 当 の 額 の 特 例 ）

４ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭

和 四 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 四 号 ） 附 則 第 十 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 再 任

用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と あ る の は 「 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 」 と す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

５ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 三 条 第 二 項 中 「 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 」

を 「 法 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （

以 下 「 再 任 用 職 員 」 と い う 。 ） で 同 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も の 」 に 改 め 、

同 条 第 六 項 中 「 法 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ

れ た 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 職 員 」 と い う 。 ） 」 を 「 再 任 用 職 員 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「

第 二 条 第 二 項 」 を 「 第 二 条 第 三 項 」 に 改 め る 。

第 三 条 の 三 第 五 項 中 「 第 二 条 第 四 項 、 第 六 項 及 び 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 五 項 、 第 七 項

及 び 第 八 項 」 に 改 め る 。

第 六 条 の 七 第 三 項 中 「 第 二 条 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 八 項 」 に 、 「 同 条 第 五 項 又 は 第 六

項 」 を 「 同 条 第 六 項 又 は 第 七 項 」 に 改 め る 。

第 六 条 の 八 中 「 第 二 条 第 四 項 又 は 第 六 項 」 を 「 第 二 条 第 五 項 又 は 第 七 項 」 に 、 「 第 二

条 第 六 項 及 び 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 七 項 及 び 第 八 項 」 に 改 め る 。

第 七 条 の 二 中 「 第 二 条 第 四 項 、 第 六 項 及 び 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 五 項 、 第 七 項 及 び 第

八 項 」 に 改 め る 。

（ 専 門 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

６ 専 門 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 宮 崎 県 条 例 第 三 十 五 号 ）
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の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 及 び 第 四 条 中 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 を 「 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

（ 市 町 村 立 学 校 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

７ 市 町 村 立 学 校 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 六 項 中 「 地 方 公 務 員 法 」 を 「 再 任 用 職 員 で 地 方 公 務 員 法 」 に 、 「 占 め る 職 員 」

を 「 占 め る も の 」 に 、 「 第 二 条 第 二 項 」 を 「 第 二 条 第 三 項 」 に 改 め る 。

第 四 条 第 四 項 第 三 号 中 「 第 二 条 第 四 項 及 び 第 六 項 」 を 「 第 二 条 第 五 項 及 び 第 七 項 」 に

改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 第 二 条 第 六 項 」 を 「 第 二 条 第 七 項 」 に 改 め る 。

（ 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

８ 地 方 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 宮 崎 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 二 項 中 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 」 を

「 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 で 同 項

に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も の 」 に 、 「 第 二 条 第 二 項 」 を 「 第 二 条 第 三 項 」 に

改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 第 二 条 第 四 項 」 を 「 第 二 条 第 五 項 」 に 改 め る 。

（ 県 立 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

９ 県 立 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 四 年 宮 崎 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 一 項 第 三 号 中 「 第 二 条 第 四 項 、 第 六 項 及 び 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 五 項 、 第 七

項 及 び 第 八 項 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 第 二 条 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 八 項 」 に 改 め 、 同

項 第 五 号 中 「 第 二 条 第 七 項 」 を 「 第 二 条 第 八 項 」 に 改 め る 。

（ 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 二 号 ）10
の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 六 条 第 二 項 中 「 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 」 を 「 若 し く は 第 二 十 八 条 の 五 第 一
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項 又 は 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 第 十 八 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 六 十 二 号

職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い

う 。 ） 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 、 第 五 項 及 び 第 六 項 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 の 自 己 啓 発 等 休

業 （ 法 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 自 己 啓 発 等 休 業 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 関 し 必

要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 ）

第 二 条 任 命 権 者 は 、 職 員 が 申 請 し た 場 合 に お い て 、 公 務 の 運 営 に 支 障 が な く 、 か つ 、 当

該 職 員 の 公 務 に 関 す る 能 力 の 向 上 に 資 す る と 認 め る と き は 、 大 学 等 課 程 の 履 修 （ 法 第 二

十 六 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 大 学 等 課 程 の 履 修 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 国 際 貢 献 活 動

（ 法 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 国 際 貢 献 活 動 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の た め の 休 業

を す る こ と を 承 認 す る こ と が で き る 。

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 期 間 ）

第 三 条 法 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 期 間 は 、 大 学 等 課 程 の 履 修 の た め の 休 業

に あ っ て は 二 年 （ 大 学 等 課 程 の 履 修 の 成 果 を あ げ る た め に 特 に 必 要 な 場 合 と し て 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 三 年 ） 、 国 際 貢 献 活 動 の た め の 休 業 に あ っ て は 三 年 と す る 。

（ 大 学 等 教 育 施 設 ）

第 四 条 法 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 教 育 施 設 は 、 次 に 掲 げ る 教 育 施 設 と す る 。

一 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 八 十 三 条 に 規 定 す る 大 学 （ 当 該 大 学

に 置 か れ る 同 法 第 九 十 一 条 に 規 定 す る 専 攻 科 及 び 同 法 第 九 十 七 条 に 規 定 す る 大 学 院 を
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含 む 。 ）

二 学 校 教 育 法 第 一 条 に 規 定 す る 学 校 以 外 の 教 育 施 設 で 学 校 教 育 に 類 す る 教 育 を 行 う も

の の う ち 、 当 該 教 育 を 行 う に つ き 他 の 法 律 に 特 別 の 規 定 が あ る も の で あ っ て 同 法 第 百

四 条 第 四 項 第 二 号 の 規 定 に よ り 大 学 又 は 大 学 院 に 相 当 す る 教 育 を 行 う と 認 め ら れ る 課

程 を 置 く 教 育 施 設 （ 自 己 啓 発 等 休 業 を し よ う と す る 職 員 が 当 該 課 程 を 履 修 す る 場 合 に

限 る 。 ）

三 前 二 号 に 掲 げ る 教 育 施 設 に 相 当 す る 外 国 の 大 学 （ こ れ に 準 ず る 教 育 施 設 を 含 む 。 ）

（ 奉 仕 活 動 ）

第 五 条 法 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 奉 仕 活 動 は 、 次 に 掲 げ る 奉 仕 活 動 と す る 。

一 独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 が 独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 三

十 六 号 ） 第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 の 規 定 に よ り 自 ら 行 う 派 遣 業 務 の 目 的 と な る 開 発 途 上

地 域 に お け る 奉 仕 活 動 （ 当 該 奉 仕 活 動 を 行 う た め に 必 要 な 国 内 に お け る 訓 練 そ の 他 の

準 備 行 為 を 含 む 。 ）

二 前 号 に 掲 げ る 奉 仕 活 動 の ほ か 、 外 国 の 都 市 等 に お い て 行 わ れ る 当 該 都 市 等 と の 国 際

交 流 の 促 進 に 資 す る 奉 仕 活 動 の う ち 職 員 と し て 参 加 す る こ と が 適 当 で あ る と 任 命 権 者

が 認 め る も の

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 の 申 請 ）

第 六 条 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 の 申 請 は 、 自 己 啓 発 等 休 業 を し よ う と す る 期 間 の 初 日 及 び

末 日 並 び に 当 該 期 間 中 の 大 学 等 課 程 の 履 修 又 は 国 際 貢 献 活 動 の 内 容 を 明 ら か に し て し な

け れ ば な ら な い 。

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 期 間 の 延 長 ）

第 七 条 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 職 員 は 、 当 該 自 己 啓 発 等 休 業 を 開 始 し た 日 か ら 引 き 続

き 自 己 啓 発 等 休 業 を し よ う と す る 期 間 が 第 三 条 に 規 定 す る 休 業 の 期 間 を 超 え な い 範 囲 内

に お い て 、 延 長 を し よ う と す る 期 間 の 末 日 を 明 ら か に し て 、 任 命 権 者 に 対 し 、 自 己 啓 発

等 休 業 の 期 間 の 延 長 を 申 請 す る こ と が で き る 。

２ 自 己 啓 発 等 休 業 の 期 間 の 延 長 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 を 除
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き 、 一 回 に 限 る も の と す る 。

３ 第 二 条 の 規 定 は 、 自 己 啓 発 等 休 業 の 期 間 の 延 長 の 承 認 に つ い て 準 用 す る 。

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 の 取 消 事 由 ）

第 八 条 法 第 二 十 六 条 の 五 第 五 項 の 条 例 で 定 め る 事 由 は 、 次 に 掲 げ る 事 由 と す る 。

一 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 職 員 が 、 正 当 な 理 由 な く 、 そ の 者 が 在 学 し て い る 課 程 を

休 学 し 、 若 し く は そ の 授 業 を 頻 繁 に 欠 席 し て い る こ と 又 は そ の 者 が 参 加 し て い る 奉 仕

活 動 の 全 部 若 し く は 一 部 を 行 っ て い な い こ と 。

二 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 職 員 が 、 そ の 者 が 在 学 し て い る 課 程 を 休 学 し 、 停 学 に さ

れ 、 又 は そ の 授 業 を 欠 席 し て い る こ と 、 そ の 者 が 参 加 し て い る 奉 仕 活 動 の 全 部 又 は 一

部 を 行 っ て い な い こ と そ の 他 の 事 情 に よ り 、 当 該 職 員 の 申 請 に 係 る 大 学 等 課 程 の 履 修

又 は 国 際 貢 献 活 動 に 支 障 が 生 ず る こ と 。

（ 報 告 等 ）

第 九 条 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 職 員 は 、 任 命 権 者 か ら 求 め ら れ た 場 合 の ほ か 、 次 に 掲

げ る 場 合 に は 、 当 該 職 員 の 申 請 に 係 る 大 学 等 課 程 の 履 修 又 は 国 際 貢 献 活 動 の 状 況 に つ い

て 任 命 権 者 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

一 当 該 職 員 が 、 そ の 申 請 に 係 る 大 学 等 課 程 の 履 修 又 は 国 際 貢 献 活 動 を 取 り や め た 場 合

二 当 該 職 員 が 、 そ の 在 学 し て い る 課 程 を 休 学 し 、 停 学 に さ れ 、 若 し く は そ の 授 業 を 欠

席 し て い る 場 合 又 は そ の 参 加 し て い る 奉 仕 活 動 の 全 部 若 し く は 一 部 を 行 っ て い な い 場

合
三 当 該 職 員 の 申 請 に 係 る 大 学 等 課 程 の 履 修 又 は 国 際 貢 献 活 動 に 支 障 が 生 じ て い る 場 合

２ 任 命 権 者 は 、 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 職 員 か ら 前 項 の 報 告 を 求 め る ほ か 、 当 該 職 員

と 定 期 的 に 連 絡 を 取 る こ と に よ り 、 十 分 な 意 思 疎 通 を 図 る も の と す る 。

（ 職 務 復 帰 後 に お け る 号 給 の 調 整 ）

第 十 条 自 己 啓 発 等 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 営 企 業 等 の 労 働 関 係 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十

七 年 法 律 第 二 百 八 十 九 号 ） 第 三 条 第 四 号 の 職 員 （ 以 下 「 企 業 職 員 」 と い う 。 ） 及 び 法 第

五 十 七 条 に 規 定 す る 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 （ 企 業 職 員 を 除 く 。 ） を 除 く 。 ） が 職
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務 に 復 帰 し た 場 合 に お い て 、 部 内 の 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る と き は 、

当 該 自 己 啓 発 等 休 業 の 期 間 を 大 学 等 課 程 の 履 修 又 は 国 際 貢 献 活 動 の た め の も の の う ち 、

職 員 と し て の 職 務 に 特 に 有 用 で あ る と 認 め ら れ る も の に あ っ て は 百 分 の 百 以 下 、 そ れ 以

外 の も の に あ っ て は 百 分 の 五 十 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を 引 き 続 き 勤 務 し

た も の と み な し て 、 そ の 職 務 に 復 帰 し た 日 及 び そ の 日 後 に お け る 最 初 の 職 員 の 昇 給 を 行

う 日 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 又 は そ の い ず れ か の 日 に 、 昇 給 の 場 合 に 準 じ て そ

の 者 の 号 給 を 調 整 す る こ と が で き る 。

（ 退 職 手 当 の 取 扱 い ）

第 十 一 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 四 号 ） 第 六 条 の

四 第 一 項 及 び 第 七 条 第 四 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 自 己 啓 発 等 休 業 を し た 期 間 は 、 同

条 例 第 六 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す る 現 実 に 職 務 に 従 事 す る こ と を 要 し な い 期 間 に 該 当 す る

も の と す る 。

２ 自 己 啓 発 等 休 業 を し た 期 間 に つ い て の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 四 項 の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 そ の 月 数 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 月 数 （ 法 第 五 十 五 条 の 二

第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 事 由 又 は こ れ に 準 ず る 事 由 に よ り 現 実 に 職 務 に 従 事 す る こ と

を 要 し な か つ た 期 間 に つ い て は 、 そ の 月 数 ） 」 と あ る の は 、 「 そ の 月 数 （ 法 第 二 十 六 条

の 五 第 一 項 に 規 定 す る 自 己 啓 発 等 休 業 の 期 間 中 の 大 学 等 課 程 の 履 修 又 は 国 際 貢 献 活 動 の

内 容 が 公 務 の 能 率 的 な 運 営 に 特 に 資 す る も の と 認 め ら れ る こ と そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 要 件 に 該 当 す る 場 合 に つ い て は 、 そ の 月 数 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 月 数 ） 」 と す

る 。
（ 委 任 ）

第 十 二 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）
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２ 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 宮 崎 県 条 例 第 四 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 五 条 の 五 中 「 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 」 を 「 若 し く は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又

は 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 第 十 八 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 五 条 の 六

と し 、 第 十 五 条 の 四 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 を 受 け た 職 員 の 給 与 ）

第 十 五 条 の 五 職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 六 十 二 号 ）

第 二 条 の 承 認 を 受 け た 職 員 に は 、 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 期 間 に つ い て は 、 給 与 を

支 給 し な い 。

（ 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 宮 崎

県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 四 条 の 四 中 「 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 」 を 「 若 し く は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又

は 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 第 十 八 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 四 条 の 五

と し 、 第 十 四 条 の 三 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 を 受 け た 職 員 の 給 与 ）

第 十 四 条 の 四 職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 六 十 二 号 ）

第 二 条 の 承 認 を 受 け た 職 員 に は 、 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 期 間 に つ い て は 、 給 与 を

支 給 し な い 。

（ 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

４ 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 二 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 五 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 を 受 け た 職 員 の 給 与 ）

第 二 十 五 条 の 二 職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 六 十 二

号 ） 第 二 条 の 承 認 を 受 け た 職 員 に は 、 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る 期 間 に つ い て は 、 給
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与 を 支 給 し な い 。

宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 六 十 三 号

宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 一 の 四 の 項 中 「 延 岡 市 」 の 下 に 「 、 小 林 市 」 を 、 「 高 鍋 町 」 の 下 に 「 、 西 米 良 村 、

木 城 町 」 を 加 え る 。

別 表 一 の 五 の 項 中 「 及 び 南 郷 町 」 を 「 、 日 南 市 、 北 郷 町 、 南 郷 町 、 三 股 町 、 川 南 町 及 び

都 農 町 」 に 改 め る 。

別 表 一 の 六 の 項 中 「 延 岡 市 」 の 下 に 「 、 日 南 市 」 を 、 「 清 武 町 」 の 下 に 「 、 北 郷 町 」 を 、

「 南 郷 町 」 の 下 に 「 、 三 股 町 」 を 加 え 、 「 及 び 高 鍋 町 」 を 「 、 高 鍋 町 、 川 南 町 及 び 都 農 町 」

に 改 め る 。

別 表 一 の 八 の 項 中 「 及 び 都 城 市 」 を 「 、 都 城 市 、 延 岡 市 及 び 日 南 市 」 に 改 め 、 同 項 を 同

表 一 の 九 の 項 と す る 。

別 表 一 の 七 の 項 中 「 及 び 日 向 市 」 を 「 、 日 南 市 、 日 向 市 及 び 串 間 市 」 に 改 め 、 同 項 を 同

表 一 の 八 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

一 の 七 地 方 自 治 法 に よ る 次 の 事 務 宮 崎 市

１ 第 二 百 九 十 六 条 の 五 第 二 項 の 規 定 に よ る 協 議 及 び 同 意 に 関

す る こ と 。

２ 第 二 百 九 十 六 条 の 五 第 五 項 の 規 定 に よ る 協 議 及 び 同 意 に 関

す る こ と 。

別 表 二 の 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。
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一 の 十 国 土 利 用 計 画 法 （ 昭 和 四 十 九 年 法 律 第 九 十 二 号 ） に よ る 日 南 市

次 の 事 務

１ 第 二 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 通 知 に 関 す る こ と 。

２ 第 二 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 三 十 条 の 規 定 に よ る 助 言 に 関 す る こ と 。

４ 第 三 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 及 び 勧 告 に 関 す

る こ と 。

５ 第 三 十 一 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 二 十 五 条 の 規 定 に よ

る 報 告 の 徴 収 に 関 す る こ と 。

６ 第 三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 協 議 を 行 う 者 の 決 定 及 び 通

知 に 関 す る こ と 。

７ 第 三 十 五 条 の 規 定 に よ る 措 置 に 関 す る こ と 。

８ 第 四 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 及 び 質 問 （ ２ の 事

務 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

別 表 二 の 二 の 項 １ イ 中 「 ホ オ ジ ロ 又 は 」 を 削 り 、 同 項 ６ 中 「 第 九 条 第 十 二 項 」 を 「 第 九

条 第 十 三 項 」 に 改 め 、 同 項 中 「 都 城 市 」 の 下 に 「 、 日 南 市 」 を 、 「 清 武 町 」 の 下 に 「 、 三

股 町 」 を 加 え る 。

別 表 二 の 三 の 項 及 び 三 の 二 の 項 中 「 小 林 市 」 を 「 都 城 市 、 日 南 市 、 小 林 市 」 に 改 め る 。

別 表 六 の 項 か ら 六 の 五 の 項 ま で の 規 定 中 「 都 城 市 」 の 下 に 「 及 び 日 南 市 」 を 加 え る 。

別 表 七 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

七 の 二 騒 音 規 制 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 九 十 八 号 ） に よ る 次 の 都 城 市 及 び 延 岡

事 務 市

１ 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 条 第 三 項 （ 第 四 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。

） の 規 定 に よ る 公 示 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 規 制 基 準 の 設 定 に 関 す る こ と 。
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４ 第 二 十 二 条 の 規 定 に よ る 協 力 の 要 請 及 び 意 見 の 陳 述 に 関 す

る こ と 。

七 の 三 悪 臭 防 止 法 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 九 十 一 号 ） に よ る 次 の 都 城 市 及 び 延 岡

事 務 市

１ 第 三 条 の 規 定 に よ る 指 定 に 関 す る こ と 。

２ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 規 制 基 準 の 設 定 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 規 制 基 準 の 設 定 に 関 す る こ と 。

４ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 に 関 す る こ と 。

５ 第 六 条 の 規 定 に よ る 公 示 に 関 す る こ と 。

６ 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 協 力 の 要 請 に 関 す る こ と 。

七 の 四 振 動 規 制 法 （ 昭 和 五 十 一 年 法 律 第 六 十 四 号 ） に よ る 次 の 都 城 市 及 び 延 岡

事 務 市

１ 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 条 第 三 項 （ 第 四 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。

） の 規 定 に よ る 公 示 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 規 制 基 準 の 設 定 に 関 す る こ と 。

４ 第 二 十 条 の 規 定 に よ る 協 力 の 要 請 及 び 意 見 の 陳 述 に 関 す る

こ と 。

別 表 八 の 二 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

八 の 二 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 三 百 都 城 市

八 十 六 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。
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６ 第 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

７ 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

８ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

９ 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。10

第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。11

第 七 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ12
と 。

第 七 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ13
と 。

第 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ14
と 。

第 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ15
と 。

第 八 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ16
と 。

別 表 八 の 二 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

八 の 三 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 六 年 厚 生 省 令 都 城 市

第 三 十 四 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 二 十 七 条 の 規 定 に よ る 受 験 願 書 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

八 の 四 民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八 号 ） 第 二 十 条 都 城 市 及 び 日 南

第 一 項 の 規 定 に よ る 民 生 委 員 協 議 会 を 組 織 す る 区 域 の 設 定 に 関 市

す る 事 務 （ 民 生 委 員 協 議 会 の 数 の 変 更 を 伴 わ な い も の に 限 る 。 ）

別 表 十 二 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 二 の 二 行 政 事 務 の 簡 素 合 理 化 及 び 整 理 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 都 城 市
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十 八 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 附 則 第 五 条 第 六 項 の 規 定 に よ り な お そ

の 効 力 を 有 す る こ と と さ れ る 同 法 第 二 十 二 条 の 規 定 に よ る 改 正

前 の 診 療 放 射 線 技 師 及 び 診 療 エ ツ ク ス 線 技 師 法 （ 昭 和 二 十 六 年

法 律 第 二 百 二 十 六 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

２ 第 十 一 条 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ と 。

十 二 の 三 診 療 放 射 線 技 師 及 び 診 療 エ ツ ク ス 線 技 師 法 施 行 令 の 一 都 城 市

部 を 改 正 す る 政 令 （ 昭 和 五 十 九 年 政 令 第 二 百 八 十 六 号 ） 附 則 第

三 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る こ と と さ れ る 同 令 に よ

る 改 正 前 の 診 療 放 射 線 技 師 及 び 診 療 エ ツ ク ス 線 技 師 法 施 行 令 （

昭 和 二 十 八 年 政 令 第 三 百 八 十 五 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 一 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 一 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

十 二 の 四 診 療 放 射 線 技 師 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 三 百 八 都 城 市

十 五 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 一 条 の 二 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 一 条 の 四 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

十 二 の 五 医 師 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 三 百 八 十 二 号 ） に 都 城 市

よ る 次 の 事 務
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１ 第 三 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 九 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

８ 第 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

十 二 の 六 歯 科 医 師 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 三 百 八 十 三 号 ） 都 城 市

に よ る 次 の 事 務

１ 第 三 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 九 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

８ 第 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

別 表 中 十 三 の 二 の 項 を 十 三 の 八 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 三 の 二 歯 科 技 工 士 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 年 政 令 第 二 百 二 十 八 号 ） 都 城 市



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 55害

に よ る 次 の 事 務

１ 第 一 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

８ 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

十 三 の 三 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 都 城 市

一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 平 成 十 八 年 政 令 第 七 十 号 ） 附 則 第 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る こ と と さ れ る 同 令 に よ

る 改 正 前 の 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 令

（ 昭 和 三 十 三 年 政 令 第 二 百 二 十 六 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 三 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 八 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。
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８ 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

十 三 の 四 臨 床 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 三 十 三 年 政 都 城 市

令 第 二 百 二 十 六 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 一 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

８ 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

十 三 の 五 薬 剤 師 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 六 年 政 令 第 十 三 号 ） に よ る 都 城 市

次 の 事 務

１ 第 一 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。
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８ 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

十 三 の 六 理 学 療 法 士 及 び 作 業 療 法 士 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 都 城 市

第 三 百 二 十 七 号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 一 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

８ 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

十 三 の 七 視 能 訓 練 士 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 六 年 政 令 第 二 百 四 十 六 都 城 市

号 ） に よ る 次 の 事 務

１ 第 一 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

６ 第 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

７ 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。
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８ 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 返 納 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

別 表 十 四 の 五 の 項 に 次 の よ う に 加 え る 。

第 五 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 変 更 の 認 定 及 び 医 療 受 給 者18
証 の 提 出 の 請 求 （ 精 神 通 院 医 療 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す

る こ と 。

第 五 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 医 療 受 給 者 証 の 返 還 （ の19 18

事 務 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

別 表 中 十 四 の 七 の 項 を 十 四 の 八 の 項 と し 、 十 四 の 六 の 項 を 十 四 の 七 の 項 と し 、 同 項 の 前

に 次 の よ う に 加 え る 。

十 四 の 六 障 害 者 自 立 支 援 法 施 行 令 （ 平 成 十 八 年 政 令 第 十 号 ） 第 宮 崎 市

三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 （ 精 神 通 院 医 療 に 係 る

も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

別 表 十 八 の 三 の 項 中 「 都 城 市 」 の 下 に 「 、 延 岡 市 」 を 、 「 日 向 市 」 の 下 に 「 、 清 武 町 」

を 、 「 綾 町 」 の 下 に 「 、 都 農 町 、 門 川 町 」 を 加 え る 。

別 表 十 八 の 四 の 項 及 び 十 八 の 五 の 項 中 「 都 城 市 」 を 「 宮 崎 市 、 都 城 市 」 に 改 め る 。

別 表 十 八 の 十 一 の 項 中 「 都 城 市 及 び 延 岡 市 」 を 「 宮 崎 市 、 都 城 市 、 延 岡 市 及 び 日 南 市 」

に 改 め 、 同 項 を 同 表 十 八 の 十 三 の 項 と す る 。

別 表 中 十 八 の 十 の 項 を 十 八 の 十 二 の 項 と し 、 十 八 の 六 の 項 か ら 十 八 の 九 の 項 ま で を 二 項

ず つ 繰 り 下 げ 、 十 八 の 五 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 八 の 六 採 石 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 九 十 一 号 ） に よ る 次 宮 崎 市

の 事 務 （ 岩 石 採 取 場 の 区 域 が 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 に わ た る 場

合 を 除 く 。 ）

１ 第 三 十 三 条 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

２ 第 三 十 三 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

３ 第 三 十 三 条 の 五 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ
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と 。

４ 第 三 十 三 条 の 五 第 四 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ

と 。

５ 第 三 十 三 条 の 七 第 一 項 の 規 定 に よ る 条 件 の 付 加 に 関 す る こ

と 。

６ 第 三 十 三 条 の 九 の 規 定 に よ る 命 令 に 関 す る こ と 。

７ 第 三 十 三 条 の 十 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

８ 第 三 十 三 条 の 十 二 の 規 定 に よ る 認 可 の 取 消 し 及 び 採 取 の 停

止 の 命 令 に 関 す る こ と 。

９ 第 三 十 三 条 の 十 三 第 一 項 の 規 定 に よ る 緊 急 措 置 命 令 に 関 す

る こ と 。

第 三 十 三 条 の 十 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 措 置 命 令 に 関 す る こ10
と 。

第 三 十 三 条 の 十 七 の 規 定 に よ る 災 害 防 止 命 令 に 関 す る こ と 。11

第 三 十 四 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ る 聴 聞 （ ８ の 事 務 に 係 る12
も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

第 三 十 四 条 の 六 の 規 定 に よ る 採 石 業 者 に 対 す る 必 要 な 指 導13
及 び 助 言 （ １ 及 び ２ の 事 務 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ

と 。
第 四 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 及 び 立 入 検 査 （14

１ 及 び ２ の 事 務 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

第 四 十 二 条 の 二 の 規 定 に よ る 国 又 は 地 方 公 共 団 体 と の 協 議15
に 関 す る こ と 。

十 八 の 七 砂 利 採 取 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 七 十 四 号 ） に よ る 次 宮 崎 市

の 事 務 （ 砂 利 採 取 場 の 区 域 が 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 に わ た る 場

合 又 は 砂 利 採 取 場 の 区 域 の 全 部 若 し く は 一 部 が 河 川 法 （ 昭 和 三
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十 九 年 法 律 第 百 六 十 七 号 ） 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 河 川 区 域 （

同 法 第 五 十 八 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た も の を 含 む 。

） 、 同 法 第 五 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 河 川 保 全 区 域 及 び 同 法 第

五 十 八 条 の 三 第 一 項 に 規 定 す る 河 川 保 全 立 体 区 域 に あ る 場 合 を

除 く 。 ）

１ 第 十 六 条 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

２ 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

３ 第 二 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 二 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

５ 第 二 十 二 条 の 規 定 に よ る 命 令 に 関 す る こ と 。

６ 第 二 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 緊 急 措 置 命 令 に 関 す る こ と 。

７ 第 二 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 措 置 命 令 に 関 す る こ と 。

８ 第 二 十 四 条 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

９ 第 二 十 六 条 の 規 定 に よ る 認 可 の 取 消 し 及 び 採 取 の 停 止 の 命

令 に 関 す る こ と 。

第 三 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 条 件 の 付 加 に 関 す る こ と 。10

第 三 十 三 条 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 （ １ 及 び ２ の 事 務 に 係11
る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

第 三 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 及 び 質 問 （ １ 及 び12
２ の 事 務 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

第 三 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 聴 聞 （ ９ の 事 務 に 係 る も の13
に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

第 四 十 三 条 の 規 定 に よ る 国 又 は 地 方 公 共 団 体 と の 協 議 に 関14
す る こ と 。

別 表 十 九 の 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 八 の 十 四 青 年 等 の 就 農 促 進 の た め の 資 金 の 貸 付 け 等 に 関 す る 各 市 町 村 （ 高 鍋
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特 別 措 置 法 （ 平 成 七 年 法 律 第 二 号 ） に よ る 次 の 事 務 町 及 び 新 富 町 を

１ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。 除 く 。 ）

２ 第 四 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理 に 関 す る こ と 。

別 表 十 九 の 三 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 九 の 四 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 九 十 五 号 ） に よ る 都 城 市

次 の 事 務

１ 第 七 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

２ 第 八 十 一 条 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

３ 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 六 条 第 三 項 の 規 定 に よ る あ

っ せ ん 及 び 調 停 に 関 す る こ と 。

４ 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 意

見 の 聴 取 及 び 調 停 案 の 作 成 に 関 す る こ と 。

５ 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 勧

告 に 関 す る こ と 。

６ 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 七 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 援

助 に 関 す る こ と 。

７ 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 適

否 の 決 定 及 び 通 知 に 関 す る こ と 。

８ 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 八 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 公

告 及 び 縦 覧 に 関 す る こ と 。

９ 第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 異

議 の 申 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 意10
見 の 聴 取 及 び 異 議 の 申 出 に つ い て の 決 定 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 九 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 申11
請 の 却 下 に 関 す る こ と 。
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第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 認12
可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 公13
告 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 十 八 条 第 十 六 項 の 規 定 に よ14
る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 十 八 条 第 十 七 項 の 規 定 に よ15
る 公 告 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 二 十 九 条 の 三 第 一 項 の 規 定16
に よ る 選 任 及 び 選 挙 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る17
認 可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 三 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る18
公 告 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 一 条 第 三 項 の 規 定 に よ19
る 異 議 の 申 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 一 条 第 四 項 の 規 定 に よ20
る 異 議 の 申 出 に つ い て の 決 定 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ21
る 認 可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 八 項 に お い て 準22
用 す る 第 六 条 第 三 項 の 規 定 に よ る あ っ せ ん 及 び 調 停 に 関 す る

こ と 。
第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 八 項 に お い て 準23

用 す る 第 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 及 び 調 停 案 の 作

成 に 関 す る こ と 。
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第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 八 項 に お い て 準24
用 す る 第 六 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 勧 告 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 九 項 に お い て 準25
用 す る 第 七 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 援 助 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 九 項 に お い て 準26
用 す る 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 適 否 の 決 定 及 び 通 知 に 関 す

る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 九 項 に お い て 準27
用 す る 第 八 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 公 告 及 び 縦 覧 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 九 項 に お い て 準28
用 す る 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 異 議 の 申 出 の 受 理 に 関 す る

こ と 。
第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 九 項 に お い て 準29

用 す る 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 及 び 異 議 の 申 出

に つ い て の 決 定 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 九 項 に お い て 準30
用 す る 第 九 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 却 下 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 九 項 に お い て 準31
用 す る 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 十 項 の 規 定 に よ32
る 認 定 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 八 条 第 十 一 項 の 規 定 に33
よ る 公 告 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ34
る 認 可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 五 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定35
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に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 五 十 七 条 の 二 第 三 項 の 規 定36
に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 五 十 七 条 の 二 第 四 項 の 規 定37
に よ る 公 告 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 六 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ38
る 認 可 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 六 十 七 条 第 三 項 の 規 定 に よ39
る 公 告 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 六 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に お40
い て 準 用 す る 第 十 八 条 第 十 六 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関

す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 六 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に お41
い て 準 用 す る 第 十 八 条 第 十 七 項 の 規 定 に よ る 公 告 に 関 す る こ

と 。
第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 七 十 六 条 第 一 項 に お い て 準42

用 す る 民 法 第 八 十 三 条 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に43
よ る 報 告 の 徴 収 及 び 検 査 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 三 条 の 規 定 に よ る 検44
査 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に45
よ る 措 置 命 令 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に46
よ る 役 員 の 改 選 命 令 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に47
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よ る 解 任 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に48
よ る 解 散 命 令 に 関 す る こ と 。

第 八 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 百 三 十 六 条 の 規 定 に よ る 決49
議 、 選 挙 及 び 当 選 の 取 消 し に 関 す る こ と 。

第 九 十 七 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 請 求 の 受 理 に 関 す る こ と 。50

第 九 十 七 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 及 び 指 示 に 関 す51
る こ と 。

第 九 十 八 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 審 査 の 申 立 て の 受 理 に 関 す52
る こ と 。

第 九 十 八 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 審 査 の 申 立 て に つ い て の 裁53
決 に 関 す る こ と 。

第 九 十 八 条 第 八 項 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。54

第 九 十 八 条 第 九 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 に 関 す る こ と 。55

第 九 十 八 条 第 十 項 の 規 定 に よ る 公 告 に 関 す る こ と 。56

第 九 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。57

第 九 十 九 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 に 関 す る こ と 。58

第 九 十 九 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 公 告 及 び 縦 覧 に 関 す る こ と 。59

第 九 十 九 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 通 知 に 関 す る こ と 。60

第 九 十 九 条 第 七 項 の 規 定 に よ る 異 議 の 申 出 の 受 理 に 関 す る61
こ と 。

第 九 十 九 条 第 八 項 の 規 定 に よ る 異 議 の 申 出 に つ い て の 決 定62
に 関 す る こ と 。

第 九 十 九 条 第 十 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 に 関 す る こ と 。63

第 九 十 九 条 第 十 二 項 の 規 定 に よ る 公 告 に 関 す る こ と 。64

第 百 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 認 可 に 関 す る こ と 。65
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第 百 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 九 十 九 条 第 四 項 の 規 定 に66
よ る 意 見 の 聴 取 に 関 す る こ と 。

第 百 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 九 十 九 条 第 五 項 の 規 定 に67
よ る 公 告 及 び 縦 覧 に 関 す る こ と 。

第 百 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 九 十 九 条 第 六 項 の 規 定 に68
よ る 通 知 に 関 す る こ と 。

第 百 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 九 十 九 条 第 七 項 の 規 定 に69
よ る 異 議 の 申 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 百 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 九 十 九 条 第 八 項 の 規 定 に70
よ る 異 議 の 申 出 に つ い て の 決 定 に 関 す る こ と 。

第 百 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 九 十 九 条 第 十 項 の 規 定 に71
よ る 意 見 の 聴 取 に 関 す る こ と 。

第 百 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 第 九 十 九 条 第 十 二 項 の 規 定72
に よ る 公 告 に 関 す る こ と 。

第 百 九 条 の 規 定 に よ る 許 可 に 関 す る こ と 。73

第 百 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 （ 土 地 改 良74
区 連 合 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

第 百 十 三 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に よ る 公 告 （ 土 地 改 良 区 連 合75
に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。

第 百 二 十 二 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 （ 、 、76 13 33

及 び の 事 務 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 関 す る こ と 。56 64

別 表 二 十 四 の 項 中 「 都 城 市 、 」 を 削 り 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

二 十 四 の 二 土 地 区 画 整 理 法 に よ る 次 の 事 務 （ 同 法 第 三 条 第 一 項 都 城 市

又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 個 人 施 行 者 （ 市 長 が 個 人 施 行 者 と な る

も の を 除 く 。 ） 又 は 土 地 区 画 整 理 組 合 が 施 行 す る 土 地 区 画 整 理

事 業 （ 一 の 市 の 区 域 に 属 す る も の に 限 る 。 ） に 係 る も の に 限 る 。
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）
１ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 個 人 施 行 の 認 可 に 関 す る こ と 。

２ 第 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 施 行 者 の 氏 名 等 の 公 告 及 び 国 土

交 通 大 臣 へ の 図 書 の 送 付 に 関 す る こ と 。

３ 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 規 準 若 し く は 規 約 又 は 事 業 計 画

の 変 更 の 認 可 に 関 す る こ と 。

４ 第 十 一 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 規 約 の 認 可 に 関 す る こ と 。

５ 第 十 一 条 第 七 項 の 規 定 に よ る 施 行 者 の 変 動 の 届 出 の 受 理 に

関 す る こ と 。

６ 第 十 一 条 第 八 項 の 規 定 に よ る 公 告 に 関 す る こ と 。

７ 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 個 人 施 行 の 廃 止 又 は 終 了 の 認

可 に 関 す る こ と 。

８ 第 十 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 個 人 施 行 の 廃 止 又 は 終 了 の 認

可 の 公 告 に 関 す る こ と 。

９ 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 組 合 設 立 の 認 可 に 関 す る こ と 。

第 二 十 条 第 一 項 （ 第 三 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合10
を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 事 業 計 画 の 縦 覧 に 関 す る こ と 。

第 二 十 条 第 二 項 （ 第 三 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合11
を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 意 見 書 の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 二 十 条 第 三 項 （ 第 三 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合12
を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 意 見 書 の 処 理 に 関 す る こ と 。

第 二 十 条 第 五 項 （ 第 三 十 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合13
を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 申 告 の 受 理 、 事 業 計 画 の 縦 覧 並 び に

意 見 書 の 受 理 及 び 処 理 に 関 す る こ と 。

第 二 十 一 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 組 合 の 名 称 等 の 公 告 及 び 国14
土 交 通 大 臣 へ の 図 書 の 送 付 に 関 す る こ と 。
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第 二 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 理 事 の 氏 名 及 び 住 所 の 届 出15
の 受 理 に 関 す る こ と 。

第 二 十 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 理 事 の 氏 名 及 び 住 所 の 公 告16
に 関 す る こ と 。

第 三 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 定 款 又 は 事 業 計 画 の 変 更 の17
認 可 に 関 す る こ と 。

第 三 十 九 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 定 款 又 は 事 業 計 画 の 変 更 に18
係 る 事 項 の 公 告 及 び 国 土 交 通 大 臣 へ の 図 書 の 送 付 に 関 す る こ

と 。
第 四 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 解 散 の 認 可 に 関 す る こ と 。19

第 四 十 五 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 組 合 設 立 の 認 可 の 取 消 し 又20
は 解 散 の 認 可 の 公 告 に 関 す る こ と 。

第 四 十 九 条 の 規 定 に よ る 決 算 報 告 書 の 承 認 に 関 す る こ と 。21

第 八 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 換 地 計 画 の 認 可 に 関 す る こ22
と 。

第 九 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 換 地 計 画 の 変 更 の 認 可 に 関23
す る こ と 。

第 百 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 換 地 処 分 の 届 出 の 受 理 に 関 す24
る こ と 。

第 百 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 換 地 処 分 の 公 告 に 関 す る こ と 。25

第 百 二 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 個 人 施 行 者 に 対 す る 検 査26
及 び 措 置 命 令 に 関 す る こ と 。

第 百 二 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 個 人 施 行 者 の 施 行 の 認 可27
の 取 消 し に 関 す る こ と 。

第 百 二 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 個 人 施 行 者 の 施 行 の 認 可28
の 取 消 し の 公 告 に 関 す る こ と 。



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 69害

第 百 二 十 五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 組 合 に 対 す る29
施 行 の 検 査 に 関 す る こ と 。

第 百 二 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 組 合 に 対 す る 措 置 命 令 に30
関 す る こ と 。

第 百 二 十 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 組 合 の 設 立 の 認 可 の 取 消31
し に 関 す る こ と 。

第 百 二 十 五 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 組 合 の 総 会 若 し く は 総 会32
の 部 会 又 は 総 代 会 の 招 集 に 関 す る こ と 。

第 百 二 十 五 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 組 合 の 理 事 若 し く は 監 事33
又 は 総 代 の 解 任 の 投 票 に 関 す る こ と 。

第 百 二 十 五 条 第 七 項 の 規 定 に よ る 組 合 の 議 決 、 選 挙 、 当 選34
又 は 解 任 の 投 票 の 取 消 し に 関 す る こ と 。

第 百 三 十 六 条 の 規 定 に よ る 事 業 計 画 の 審 査 の 場 合 等 に お け35
る 県 農 業 会 議 等 の 意 見 の 聴 取 に 関 す る こ と 。

別 表 三 十 四 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

三 十 四 の 二 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 都 城 市

法 律 に よ る 次 の 事 務

１ 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

３ 第 十 二 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 是 正 命 令 に 関 す る こ と 。

４ 第 五 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 及 び 立 入 検 査 に

関 す る こ と 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

都 市 的 施 設 そ の 他 の 都 市 と し て の 要 件 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公
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布 す る 。
平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 六 十 四 号

都 市 的 施 設 そ の 他 の 都 市 と し て の 要 件 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 都 市 的 施 設 そ の 他 の 都 市 と し て の 要 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 都 市 的 施 設 そ の 他 の 都 市 と し て の 要 件 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 三 年 宮 崎 県 条 例 第

四 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

本 則 第 二 号 中 「 第 四 章 」 を 「 第 六 章 」 に 改 め る 。

（ 恩 給 並 び に 他 の 地 方 公 共 団 体 の 退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 の 基 礎 と な る べ き 在 職 期 間 と

職 員 の 退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 の 基 礎 と な る べ き 在 職 期 間 と の 通 算 に 関 す る 条 例 の 一 部

改 正 ）

第 二 条 恩 給 並 び に 他 の 地 方 公 共 団 体 の 退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 の 基 礎 と な る べ き 在 職 期

間 と 職 員 の 退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 の 基 礎 と な る べ き 在 職 期 間 と の 通 算 に 関 す る 条 例 （

昭 和 三 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 第 三 項 第 八 号 イ を 次 の よ う に 改 め る 。

イ 幼 稚 園 の 園 長 、 教 諭 及 び 養 護 教 諭 並 び に 小 学 校 及 び 中 学 校 の 校 長 、 教 諭 及 び 養

護 教 諭

第 一 条 第 三 項 第 八 号 ハ を 次 の よ う に 改 め る 。

ハ 大 学 の 学 長 、 教 授 、 常 時 勤 務 に 服 す る こ と を 要 す る 講 師 及 び 助 手

第 一 条 第 四 項 中 「 大 学 、 高 等 学 校 及 び 幼 稚 園 」 を 「 幼 稚 園 、 高 等 学 校 及 び 大 学 」 に 改

め 、 同 項 第 一 号 中 「 大 学 、 高 等 学 校 及 び 幼 稚 園 」 を 「 幼 稚 園 、 高 等 学 校 及 び 大 学 」 に 改

め 、 同 号 イ を 次 の よ う に 改 め る 。

イ 幼 稚 園 の 園 長 、 教 諭 及 び 養 護 教 諭

第 一 条 第 四 項 第 一 号 ハ を 次 の よ う に 改 め る 。

ハ 大 学 の 学 長 、 教 授 、 常 時 勤 務 に 服 す る こ と を 要 す る 講 師 及 び 助 手
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（ ふ ぐ 取 扱 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 ふ ぐ 取 扱 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
第 十 一 条 第 二 号 中 「 第 四 十 七 条 」 を 「 第 五 十 七 条 」 に 改 め る 。

（ ふ ぐ 取 扱 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 ふ ぐ 取 扱 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 二 項 中 「 第 九 条 第 二 号 」 を 「 第 十 一 条 第 二 号 」 に 、 「 第 四 十 七 条 」 を 「 第 五 十

七 条 」 に 改 め る 。

（ 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

別 表 第 四 宮 崎 県 ひ な も り 台 県 民 ふ れ あ い の 森 の 項 中 「 第 八 十 二 条 の 二 」 を 「 第 百 二 十

四 条 」 に 、 「 第 八 十 三 条 」 を 「 第 百 三 十 四 条 」 に 改 め る 。

（ 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
別 表 第 二 （ 注 ） 一 、 同 表 付 表 一 （ 注 ） 二 、 同 表 付 表 二 （ 注 ） 一 、 同 表 付 表 三 （ 注 ） 一

及 び 同 表 付 表 四 （ 注 ） 一 中 「 大 学 及 び 幼 稚 園 」 を 「 幼 稚 園 及 び 大 学 」 に 改 め る 。

（ 宮 崎 県 高 等 学 校 定 時 制 課 程 及 び 通 信 制 課 程 修 学 奨 励 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 宮 崎 県 高 等 学 校 定 時 制 課 程 及 び 通 信 制 課 程 修 学 奨 励 資 金 貸 与 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年

宮 崎 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 号 イ 中 「 第 四 十 五 条 第 三 項 」 を 「 第 五 十 四 条 第 三 項 」 に 、 「 第 五 十 一 条 の

九 第 一 項 」 を 「 第 七 十 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

（ 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 宮 崎
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県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 条 第 二 号 中 「 第 八 十 二 条 の 二 」 を 「 第 百 二 十 四 条 」 に 、 「 第 八 十 二 条 の 三 第 一 項 」

を 「 第 百 二 十 五 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

（ 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

別 表 第 一 の 十 五 の 項 中 「 第 八 十 二 条 の 二 」 を 「 第 百 二 十 四 条 」 に 、 「 第 八 十 三 条 」 を

「 第 百 三 十 四 条 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 の 二 百 九 十 二 の 項 中 「 、 高 等 専 門 学 校 、 短 期 大 学 及 び 大 学 」 を 「 、 大 学 及 び

高 等 専 門 学 校 」 に 、 「 第 八 十 二 条 の 二 」 を 「 第 百 二 十 四 条 」 に 、 「 第 八 十 三 条 」 を 「 第

百 三 十 四 条 」 に 改 め る 。

（ 教 育 関 係 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 教 育 関 係 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 三 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の 八 の 項 中 「 第 八 十 二 条 の 二 」 を 「 第 百 二 十 四 条 」 に 、 「 第 八 十 三 条 第 一 項 」

を 「 第 百 三 十 四 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

（ 職 員 の 修 学 部 分 休 業 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 職 員 の 修 学 部 分 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 宮 崎 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 三 項 第 二 号 中 「 第 八 十 二 条 の 二 」 を 「 第 百 二 十 四 条 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中

「 第 八 十 三 条 第 一 項 」 を 「 第 百 三 十 四 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

（ 宮 崎 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 宮 崎 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 五 十 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 号 中 「 第 六 十 二 条 」 を 「 第 九 十 七 条 」 に 改 め る 。

（ 宮 崎 県 認 定 こ ど も 園 の 認 定 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）
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第 十 三 条 宮 崎 県 認 定 こ ど も 園 の 認 定 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 五 十 七

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 第 一 号 ア 、 同 項 第 二 号 イ 茨 、 同 項 第 三 号 及 び 同 項 第 四 号 中 「 第 七 十 八 条

各 号 」 を 「 第 二 十 三 条 各 号 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら

施 行 す る 。

宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 六 十 五 号

宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 第 二 項 第 一 号 中 「 二 万 円 」 を 「 五 万 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 五 万 円 」 を 「

十 二 万 五 千 円 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 十 万 円 」 を 「 二 十 五 万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 第

一 号 中 「 二 万 円 」 を 「 五 万 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 五 万 円 」 を 「 十 二 万 五 千 円 」 に 改

め 、 同 項 第 三 号 中 「 十 万 円 」 を 「 二 十 五 万 円 」 に 改 め る 。

第 十 二 条 の 二 第 二 項 第 一 号 中 「 三 万 円 」 を 「 七 万 五 千 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 五 万

円 」 を 「 十 二 万 五 千 円 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 十 万 円 」 を 「 二 十 五 万 円 」 に 改 め 、 同 条

第 三 項 第 一 号 中 「 三 万 円 」 を 「 七 万 五 千 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 五 万 円 」 を 「 十 二 万

五 千 円 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 十 万 円 」 を 「 二 十 五 万 円 」 に 改 め る 。

附 則 第 三 項 を 削 る 。

附 則 別 表 を 削 る 。

「 三 、 五 〇 〇 円 「 九 、 三 〇 〇 円
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四 、 五 〇 〇 円 一 一 、 四 〇 〇 円

六 、 〇 〇 〇 円 一 四 、 三 〇 〇 円

別 表 中 七 、 四 〇 〇 円 を 一 七 、 三 〇 〇 円 に 改 め る 。

八 、 九 〇 〇 円 一 八 、 八 〇 〇 円

一 〇 、 八 〇 〇 円 二 〇 、 七 〇 〇 円

一 三 、 三 〇 〇 円 」 二 三 、 三 〇 〇 円 」

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 条 例 」

と い う 。 ） 第 六 条 及 び 別 表 並 び に 附 則 第 五 項 か ら 第 七 項 ま で の 規 定 は 、 平 成 二 十 年 四 月

分 以 後 の 掛 金 に つ い て 適 用 し 、 平 成 二 十 年 三 月 以 前 の 月 分 の 掛 金 に つ い て は 、 な お 従 前

の 例 に よ る 。

３ 改 正 後 の 条 例 第 十 二 条 及 び 附 則 第 八 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」

と い う 。 ） 以 後 に 死 亡 し た 心 身 障 害 者 に 係 る 弔 慰 金 及 び そ の 加 算 金 に つ い て 適 用 し 、 施

行 前 に 死 亡 し た 心 身 障 害 者 に 係 る 弔 慰 金 及 び そ の 加 算 金 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

４ 改 正 後 の 条 例 第 十 二 条 の 二 及 び 附 則 第 九 項 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 加 入 者 又 は 口 数 追

加 加 入 者 が 申 出 を し た 場 合 に お け る 脱 退 一 時 金 及 び そ の 加 算 金 に つ い て 適 用 し 、 施 行 前

に 申 出 を し た 場 合 に お け る 脱 退 一 時 金 及 び そ の 加 算 金 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 掛 金 納 付 の 特 例 ）

５ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 共 済 制 度 に 加 入 し て い る 者 及 び 施 行 日 の 前 日 に お い て 他 の 共

済 制 度 に 加 入 し て い た 者 で あ っ て 、 施 行 日 以 後 に 改 正 後 の 条 例 第 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ

り 共 済 制 度 に 加 入 し た も の （ 改 正 後 の 条 例 第 十 五 条 第 一 項 第 二 号 た だ し 書 の 規 定 に 該 当

す る た め 、 重 度 障 害 と な っ た が 加 入 者 と し て の 地 位 を 失 わ な い 者 を 除 く 。 以 下 「 改 正 前
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加 入 者 」 と い う 。 ） の う ち 、 昭 和 五 十 五 年 一 月 一 日 以 後 に 共 済 制 度 又 は 他 の 共 済 制 度 に

加 入 し た 者 で あ っ て 、 加 入 時 の 年 齢 が 四 十 五 歳 以 上 で あ っ た も の 及 び 昭 和 六 十 一 年 四 月

一 日 以 後 に 共 済 制 度 又 は 他 の 共 済 制 度 に 加 入 し た 者 で あ っ て 、 加 入 時 の 年 齢 が 四 十 五 歳

未 満 で あ っ た も の に 対 す る 改 正 後 の 条 例 第 六 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 改 正 後

の 条 例 第 六 条 第 一 項 中 「 加 入 者 （ 第 十 五 条 第 一 項 第 二 号 た だ し 書 に 該 当 す る た め 、 重 度

障 害 と な つ た が 加 入 者 と し て の 地 位 を 失 わ な い 者 を 除 く 。 ） は 、 加 入 を 認 め ら れ た 日 の

属 す る 月 か ら 、 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 加 入 時 の 年 齢 に 応 じ 別 表 」 と あ る の は 「 昭

和 五 十 五 年 一 月 一 日 以 後 に 加 入 し た 者 （ 第 十 五 条 第 一 項 第 二 号 た だ し 書 に 該 当 す る た め 、

重 度 障 害 と な つ た が 加 入 者 と し て の 地 位 を 失 わ な い 者 を 除 く 。 ） は 、 規 則 の 定 め る と こ

ろ に よ り 、 加 入 時 の 年 齢 に 応 じ 宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 六 十 五 号 ） 附 則 別 表 第 一 の 下 欄 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

６ 改 正 前 加 入 者 の う ち 、 前 項 に 掲 げ る 者 以 外 の 者 に 対 す る 改 正 後 の 条 例 第 六 条 第 一 項 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 改 正 後 の 条 例 第 六 条 第 一 項 中 「 加 入 を 認 め ら れ た 日 の 属 す る 月

か ら 、 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 加 入 時 の 年 齢 に 応 じ 別 表 」 と あ る の は 「 規 則 の 定 め

る と こ ろ に よ り 、 昭 和 六 十 一 年 四 月 一 日 に お け る 年 齢 に 応 じ 宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済

制 度 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 六 十 五 号 ） 附 則 別 表 第 二 の 下

欄 」 と 、 「 二 十 年 以 上 」 と あ る の は 「 二 十 五 年 以 上 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

７ 施 行 日 の 前 日 に お い て こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 第

五 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 口 数 追 加 の 承 認 を 受 け て い る 者 に 対 す る 改 正 後 の 条 例 第 六

条 第 二 項 及 び 附 則 別 表 第 一 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 改 正 後 の 条 例 第 六 条 第 二 項 中 「 別

表 」 と あ る の は 「 宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 九

年 宮 崎 県 条 例 第 六 十 五 号 ） 附 則 別 表 第 一 の 下 欄 」 と 、 附 則 別 表 第 一 中 「 加 入 時 」 と あ る

の は 「 口 数 追 加 加 入 者 と な っ た と き 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 弔 慰 金 支 給 の 特 例 ）

８ 改 正 前 加 入 者 に 対 す る 改 正 後 の 条 例 第 十 二 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 改 正 後 の 条 例 第 十 二 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 中 「 五 万 円 」 と あ る の は 「 三 万 円 」
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と 、 「 十 二 万 五 千 円 」 と あ る の は 「 七 万 五 千 円 」 と 、 「 二 十 五 万 円 」 と あ る の は 「 十 五

万 円 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 脱 退 一 時 金 支 給 の 特 例 ）

９ 改 正 前 加 入 者 に 対 す る 改 正 後 の 条 例 第 十 二 条 の 二 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 改 正 後 の 条 例 第 十 二 条 の 二 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 中 「 七 万 五 千 円 」 と あ る の

は 「 四 万 五 千 円 」 と 、 「 十 二 万 五 千 円 」 と あ る の は 「 七 万 五 千 円 」 と 、 「 二 十 五 万 円 」

と あ る の は 「 十 五 万 円 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

附 則 別 表 第 一
加 入 時 の 年 齢 区 分 掛 金 月 額

三 十 五 歳 未 満 の 者 五 、 六 〇 〇 円

三 十 五 歳 以 上 四 十 歳 未 満 の 者 六 、 九 〇 〇 円

四 十 歳 以 上 四 十 五 歳 未 満 の 者 八 、 七 〇 〇 円

四 十 五 歳 以 上 五 十 歳 未 満 の 者 一 〇 、 六 〇 〇 円

五 十 歳 以 上 五 十 五 歳 未 満 の 者 一 一 、 六 〇 〇 円

五 十 五 歳 以 上 六 十 歳 未 満 の 者 一 二 、 八 〇 〇 円

六 十 歳 以 上 六 十 五 歳 未 満 の 者 一 四 、 五 〇 〇 円

附 則 別 表 第 二

昭 和 六 十 一 年 四 月 一 日 に お け る 年 齢 区 分 掛 金 月 額

三 十 五 歳 未 満 の 者 五 、 六 〇 〇 円

三 十 五 歳 以 上 四 十 歳 未 満 の 者 六 、 九 〇 〇 円

四 十 歳 以 上 四 十 五 歳 未 満 の 者 八 、 七 〇 〇 円

四 十 五 歳 以 上 の 者 一 〇 、 六 〇 〇 円

市 町 村 立 学 校 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫



宮 崎 県 公 報 平成 19年 12月 26日（水曜日） 号外 第 120号

害 77害

宮 崎 県 条 例 第 六 十 六 号

市 町 村 立 学 校 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

市 町 村 立 学 校 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
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附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 市 町 村 立 学 校 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 条

例 」 と い う 。 ） の 規 定 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 切 替 期 間 に お け る 異 動 者 の 号 給 ）

３ 平 成 十 九 年 四 月 一 日 （ 以 下 「 切 替 日 」 と い う 。 ） か ら こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施

行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 市 町 村 立 学 校 職 員

の 給 与 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 改 正 前 の 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 、 新 た に 給 料 表

の 適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 及 び そ の 属 す る 職 務 の 級 又 は そ の 受 け る 号 給 に 異 動 の

あ っ た 職 員 の う ち 、 人 事 委 員 会 の 定 め る 職 員 の 、 改 正 後 の 条 例 の 規 定 に よ る 当 該 適 用 又

は 異 動 の 日 に お け る 号 給 は 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 切 替 日 前 の 異 動 者 の 号 給 の 調 整 ）

４ 切 替 日 前 に 職 務 の 級 を 異 に し て 異 動 し た 職 員 及 び 人 事 委 員 会 の 定 め る こ れ に 準 ず る 職

員 の 切 替 日 に お け る 号 給 は 、 そ の 者 が 切 替 日 に お い て 職 務 の 級 を 異 に す る 異 動 等 を し た

も の と し た 場 合 と の 権 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に お い て 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ

に よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。

（ 施 行 日 か ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 異 動 者 の 号 給 の 調 整 ）

５ 施 行 日 か ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お い て 、 改 正 後 の 条 例 の 規 定 に よ り 、

新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 及 び そ の 属 す る 職 務 の 級 又 は そ の 受 け る

号 給 に 異 動 の あ っ た 職 員 の 当 該 適 用 又 は 異 動 の 日 に お け る 号 給 に つ い て は 、 当 該 適 用 又

は 異 動 に つ い て 、 ま ず 改 正 前 の 条 例 の 規 定 が 適 用 さ れ 、 次 い で 当 該 適 用 又 は 異 動 の 日 か

ら 改 正 後 の 条 例 の 規 定 が 適 用 さ れ る も の と し た 場 合 と の 権 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に

お い て 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。

（ 給 与 の 内 払 ）

６ 改 正 後 の 条 例 の 規 定 を 適 用 す る 場 合 に お い て は 、 改 正 前 の 条 例 の 規 定 に 基 づ い て 支 給
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さ れ た 給 与 は 、 改 正 後 の 条 例 の 規 定 に よ る 給 与 の 内 払 と み な す 。

（ 人 事 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

７ 附 則 第 三 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 十 二 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 六 十 七 号

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中

「 県 立 盲 学 校 宮 崎 市 大 字 島 之 内 字 檍 一 、 三 九 〇 番 地

県 立 都 城 ろ う 学 校 都 城 市 都 原 町 七 、 四 三 〇 番 地

県 立 延 岡 ろ う 学 校 延 岡 市 土 々 呂 町 五 丁 目 二 、 〇 八 五 番 地

県 立 延 岡 養 護 学 校 同 松 山 町 一 番 地 の 一

県 立 清 武 養 護 学 校 宮 崎 郡 清 武 町 大 字 木 原 字 山 内 四 、 二 五 七 番 地 九

県 立 宮 崎 養 護 学 校 宮 崎 市 大 字 島 之 内 字 新 開 二 、 一 〇 〇 番 地

県 立 宮 崎 赤 江 養 護 学 校 同 大 字 田 吉 字 松 崎 四 、 九 七 七 番 地 三 七 一

県 立 宮 崎 南 養 護 学 校 宮 崎 郡 清 武 町 大 字 木 原 字 山 内 四 、 二 五 七 番 地 六

県 立 日 南 養 護 学 校 日 南 市 大 字 風 田 字 蔓 迫 四 、 〇 三 〇 番 地

県 立 都 城 養 護 学 校 都 城 市 南 横 市 町 七 、 〇 九 七 番 の 二

同 小 林 校 小 学 部 小 林 市 大 字 東 方 三 、 二 一 六 番 地

同 小 林 校 中 学 部 同 大 字 東 方 三 、 〇 九 四 番 地 の 二

県 立 延 岡 南 養 護 学 校 延 岡 市 櫛 津 町 三 、 四 二 七 番 地 の 三 一
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県 立 日 向 養 護 学 校 日 向 市 大 字 塩 見 字 谷 張 原 一 二 、 一 六 一 番 地

県 立 児 湯 養 護 学 校 児 湯 郡 新 富 町 大 字 日 置 字 月 待 田 一 、 二 九 七 番 地 」

を
「 県 立 明 星 視 覚 支 援 学 校 宮 崎 市 大 字 島 之 内 字 檍 一 、 三 九 〇 番 地

県 立 都 城 さ く ら 聴 覚 支 援 学 都 城 市 都 原 町 七 、 四 三 〇 番 地

校
県 立 延 岡 と と ろ 聴 覚 支 援 学 延 岡 市 土 々 呂 町 五 丁 目 二 、 〇 八 五 番 地

校
県 立 延 岡 わ か あ ゆ 支 援 学 校 同 松 山 町 一 番 地 の 一

同 高 千 穂 校 西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 大 字 三 田 井 一 、 二 三 四 番 地

県 立 清 武 せ い り ゅ う 支 援 学 宮 崎 郡 清 武 町 大 字 木 原 字 山 内 四 、 二 五 七 番 地 九

校
県 立 み や ざ き 中 央 支 援 学 校 宮 崎 市 大 字 島 之 内 字 新 開 二 、 一 〇 〇 番 地

県 立 赤 江 ま つ ば ら 支 援 学 校 同 大 字 田 吉 字 松 崎 四 、 九 七 七 番 地 三 七 一

県 立 み な み の か ぜ 支 援 学 校 宮 崎 郡 清 武 町 大 字 木 原 字 山 内 四 、 二 五 七 番 地 六

県 立 日 南 く ろ し お 支 援 学 校 日 南 市 大 字 風 田 字 蔓 迫 四 、 〇 三 〇 番 地

県 立 都 城 き り し ま 支 援 学 校 都 城 市 南 横 市 町 七 、 〇 九 七 番 の 二

同 小 林 校 小 学 部 小 林 市 大 字 東 方 三 、 二 一 六 番 地

同 小 林 校 中 学 部 同 大 字 東 方 三 、 〇 九 四 番 地 の 二

県 立 延 岡 た い よ う 支 援 学 校 延 岡 市 櫛 津 町 三 、 四 二 七 番 地 の 三 一

県 立 日 向 ひ ま わ り 支 援 学 校 日 向 市 大 字 塩 見 字 谷 張 原 一 二 、 一 六 一 番 地

県 立 児 湯 る ぴ な す 支 援 学 校 児 湯 郡 新 富 町 大 字 日 置 字 月 待 田 一 、 二 九 七 番 地 」

に 改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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